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インフルエンザウイルスの種間伝播機構解明を可能にする異種抗原型糖鎖プローブの開発 
Synthesis of multivalent Neu5Gc-glycoclusters as probes to elucidate the mechanism of 
interspecies transmission of influenza virus. 
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【目的】 
糖鎖と糖結合性タンパク質（レクチン）との相互作用は、生体内のさまざまな生物学的プロセスに

おいて非常に重要な役割を担っている。一般的に、これら異分子間の一対一の相互作用は構造特異的

ではあるが、その結合親和性は弱いことが知られている。自然界では、これら微弱な相互作用を増強

する手段として糖鎖クラスター効果と呼ばれる多価性相互作用を介した現象が見られる。近年我々は、

この現象が関与するインフルエンザウイルス（IFV）のヘマグルチニン（HA）を介したウイルス感染

に着目し、N-アセチルノイラミン酸（Neu5Ac）を高分子骨格上に多価導入（糖鎖クラスター化）する

ことで HA に対する結合親和性を飛躍的に高めた IFV 検出用プローブの開発に成功している 1-3)。 
 本研究では、Neu5Ac 含有糖鎖プローブの合成手法を基盤として異種抗原型糖鎖｛N-グリコリルノ

イラミン酸（Neu5Gc）｝を多価導入した新規糖鎖プローブの合成を行った。さらに、これら Neu5Gc
含有糖鎖プローブのウマインフルエンザウイルス（EIV）に対する結合親和性を赤血球凝集抑制試験

にて評価した。 
【方法および結果】 
初めに、従来法 1)に基づいて調製したラクトース含有糖鎖ポリペプチドを糖受容体、有機化学的に

合成した CMP-β-Neu5Gc を糖供与体、カイコ-バクミドシステムによって異種発現させたラット由来

α2,3-シアリルトランスフェラーゼを酵素源に用いることで、Neu5Gcα2,3lactose 含有糖鎖ポリペプチド

の酵素合成に成功した。1H NMR 法を用いた Neu5Gc 転移率分析により、アシアロ型糖鎖ポリペプチ

ドの非還元末端ガラクトース残基の 3 位ヒドロキシ基への定量的な Neu5Gc 転移を確認した。次に、

Neu5Gcα2,3lactose 含有糖鎖ポリペプチドを用いて EIV に対する赤血球凝集抑制試験を試みた。その結

果、使用した 3 株全ての A 型 EIV｛Ibaraki07（H3N8）、Yokohama10（H3N8）、Richmond07（H3N8）｝
に対して赤血球凝集抑制反応が観察された。さらに、別途合成したシアル酸種やシアル酸の結合位置、

内部糖鎖構造の異なる種々のシアル酸含有糖鎖ポリペプチドを用いて、EIV に対する構造活性相関の

評価を行った。その結果、本糖鎖ポリペプチドが IFV-HA のシアル酸種認識特異性を評価する新規プ

ローブとして利用可能であることを実証した。 
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